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JENESYS2022 インドネシア若手ジャーナリスト交流の記録（招へい） 

 

１．プログラム概要  

【目的・概要】 

インドネシアのメディアに従事する青年が、日本の報道機関を訪問し、関係者と意見交換すること

で、両国の報道における類似点・相違点に気づき、新たな視点を得ること、また、関係者とのネッ

トワークを築くことを目的に、本プログラムを実施しました。一行は、日本の外交政策や経済など

の主要政策に関して学ぶとともに、日本の家庭や訪問地の魅力を体験するなどし、多角的に日本に

ついての理解を深めました。 

 

【参加者】インドネシアの若手ジャーナリスト及びメディア関係者 計 39名 

 

【訪問地】事前学習：千葉県、訪日プログラム：東京都、長野県 

 

２．日程   

 事前学習（オンライン）※他のプログラムと合同で実施 

9月 29日（木曜日） 【オリエンテーション】外務省挨拶 在インドネシア日本国大使館 広報文

化部二等書記官 磯村 真太郎氏 

【講義・質疑応答】日本理解講義「日本の魅力」講師：千葉大学国際未来教育

基幹 教授 織田 雄一氏 

2月 7日（火曜日）  【オリエンテーション】訪日プログラム前説明、参加者間交流 

訪日前迄の個別学習 【動画視聴】ホームビジット体験、南三陸町からのメッセージ、広島ピースツ

アー、日本語学習、ようこそ日本へ～日本の感染症対策～ 

 訪日プログラム 

2月 15日（水曜日） 羽田空港より入国、訪日時オリエンテーション 

【基調講演】「世界をつなぐメディア」講師：Bee Media 合同会社 科学ジャ

ーナリスト 倉澤 治雄氏 

2月 16日（木曜日） 【表敬訪問・テーマ関連講義】外務省 「日本の外交政策」講師：同上 南部

アジア部 南東アジア第二課 課長補佐 金子 一也氏 

【訪問・交流】東京都 生活文化スポーツ局 

2月 17日（金曜日） 東京都から長野県に移動 

【視察】善光寺 

【テーマ関連視察・質疑応答】信濃毎日新聞 編集局 

2月 18日（土曜日） 【視察】白馬ジャンプ競技場 

【文化体験】スノーシュー体験 白馬五竜スキー場 

【視察】白馬村観光局 

2月 19日（日曜日） 【視察】大王わさび農場 
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【ホームビジット】長野県白馬村 

【ワークショップ】報告会準備 

2月 20日（月曜日） 長野県から東京都に移動 

【報告会】 

2月 21日（火曜日） 羽田空港より出国 

 

３．プログラム記録写真  

事前学習 

  

2022年 9月 29日 【講義・質疑応答】日本理解

講義「日本の魅力」 

2022 年 9 月 29 日【講義・質疑応答】日本理解

講義「日本の魅力」 

  

2022年 9月 29日【講義・質疑応答】質疑応答 2022年 9月 29日 集合写真 

訪日プログラム（訪問地：東京都、長野県） 

  

2月 15日【基調講演】「世界をつなぐメディア」

Bee Media合同会社 

2 月 16 日【表敬訪問・テーマ関連講義】「日本

の外交政策」外務省 

  

2月 17日【テーマ関連視察・意見交換】信濃毎

日新聞 編集局 

2月 17日【視察】善光寺 
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2月 18日【文化体験】スノーシュー体験 白馬

五竜スキー場 

2月 19日【ホームビジット】長野県白馬村 

 

４．参加者の感想（抜粋） 

 社会人 

日本についての新しい知見を得られたのでこのプログラムはとても素晴らしいものでした。日

本という国は文化や伝統、住民の親切さという点で自分にとって大変印象深い国です。これが

このプログラムで得た私の印象です。 

◆ 社会人 

日本は先進国として知られていますが、伝統文化にも重きを置いていて、昔の物が脈々と現在に

至るまで保持されていることに感銘を受けました。また、日本人は異なる文化的背景を持つ外国

人に対して、寛容な態度で接しているという印象を持ちました。 

◆ 社会人 

日本の美的なものを大切にする生活環境づくりや、秩序立てて物事を考え行動する習慣等に感銘

を覚えました。 

◆ 社会人 

7日間の日本滞在を通して、多くの学びが得られました。日本人の勤勉さや、仕事上の困難な場

面でも積極的に向き合い、果敢に取り組み克服しようとする姿勢が特に印象的でした。 

 

５．受入れ側の感想（抜粋） 

 講師 

若いジャーナリストの皆さんが熱心に聞いて下さり安心しました。インドネシア初めアジアの

国々は日本にとって重要なパートナーですので今後も継続的にこのような取り組みを続けてい

ただければと思います。 
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６．参加者の対外発信、報道記事等（抜粋） 

  

2022年 9月 29日（Facebook） 

日本での留学生数が 5 番目に多いのが実はインド

ネシアでした。ますます日本に行きたくなりまし

た。 

2022年 9月 29日（Facebook） 

昨日、日本文化について勉強ができてとても楽し

い時間を過ごせました。 

  

2023年 2月 18日（出典元 detiknews） 

標高 750メートルに位置する観光地、長野県白馬

村では、ムスリムフレンドリー、イスラム教徒の

習慣に配慮した対応を推進している。 

2023年 2月 19日（Instagram） 

人生で初めて雪を生で見て、雪の上を歩いた経験

が、とても印象に残っています。 

  

2023年 2月 18日（Instagram） 

今日の学びと景色。4日目、白馬観光局マネージャ

ー吉沢紘一様のお話をお聞きしました。 

もし皆さんが日本に来ても高層ビルの景色に飽き

飽きしていたら、ぜひ観光地として知られている

2023年 2月 19日（Instagram） 

私と友人は、白馬村のあるご家庭にホームビジッ

トをする機会がありました。文化の話から始まり、

食べ物、習慣、震災時の日本人、日本政府の対応の

素晴らしさについてまで、沢山の話題についてお
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長野県白馬村に訪れてみてください。白馬村は北

アルプスの山々に囲まれており、非常に素晴らし

い景観を見ることができます。 

更に今のような冬の季節では、白馬村はスキーを

楽しむ場所として日本人に人気のスポットです。

1998年冬季オリンピックのホストとなってから、

白馬村の人気は益々上昇しています。 

話しました。 

 

７．報告会での帰国後のアクション・プラン発表（抜粋） 

若手ジャーナリスト交流 ① 

 

 実施方法： 

 日本の観光や文化に関する記事を執筆する 

 １ヶ月に２～３回の頻度で報道機関のサイトに写真や記事を掲載する 

 日本語の勉強をする 

 友人、同僚、家族など周りの人たちに日本での経験を話す 

若手ジャーナリスト交流 ② 

 

 実施方法：  

 各報道機関のサイトに、日本での発見や日本文化に関する記事を掲載する。 

（右の写真は既に報道済みの「皇居」に関する記事） 
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若手ジャーナリスト交流 ③ 

 

 実施方法： 

 各報道機関で報道する。 

 各報道機関のサイトに掲載する。 

 日本の楽しかった経験を同僚、友人、家族などに話す。 

若手ジャーナリスト交流 ④ 

 

 実施方法： 

 各報道機関で特集記事を掲載する。 

 個人の SNSで日本での体験を投稿する。 

若手ジャーナリスト交流 ⑤ 

 

 実施計画： 

 各報道機関で記事を執筆する。 

 各自の SNSに投稿する。 

 記事・投稿の内容： 

 白馬についての詳細 

 スノーシュー体験 

 信濃毎日新聞社訪問、等 

 実施方法：Zoom、Meet等のオンラインプラットフォーム 

 

実施団体名：一般財団法人日本国際協力センター（JICE） 


